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みやき町みやき町みやき町

　各庁舎、こすもす館のテレビで、

議会中継を行っています。インター

ネットでも視聴できます。

みやき町議会中継 検索

キラリ☆彡
　みやきびと
中山　菜穂さん中山　菜穂さん

～議会だより～
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令
和
６
年
第
４
回
定
例
会

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
　
12
月
定
例
会
は
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
行
わ
れ
、
条
例
６
件
、
補
正
予
算
６
件
、
発
議
案

等
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条例制定

条例の一部改正

職員の期末・勤勉手当の
引き上げ
（町長・副町長・教育長・議員も）

みやき町特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正す
る条例

職員の給与等の引き上げ
（再任用職員も）

みやき町新しい教育環境づくり検討委員会設置条例の制定

　民間給与との格差解消のため期末手当

の加算率や支給率を引き上げ。

・一般職　　　支給率を年0.1月分UP⤴

・再任用職員　支給率を年0.05月分UP⤴

・会計年度任用職員

　　　　　　　支給率を年0.1月分UP⤴

・特別職（町長・副町長・教育長）

　　　　　　　支給率を年0.05月分UP⤴

・議会議員　　支給率を年0.05月分UP⤴

　みやき町新しい教育環境づくり検討
委員会設置に伴う条例の一部を改正す
る必要があるため。

新しい教育環境づくり検討委員会委員
報酬額　　日額　　５，９００円

　人事院勧告を踏まえ、民間給与との
格差10,244円を解消し、人材を確保す
る観点から、若年層に重点を置いた給
料月額の引き上げ。
・初任給
　〈大卒〉 187,800円 ⇒ 214,100円
　　　　　　　26,300円UP⤴
　〈高卒〉 166,700円 ⇒ 188,100円
　　　　　　　21,400円UP⤴

　新しい教育環境づくりの検討委員会を設置。　

　　　改築か・修繕か・再編統配合か
　町内には小学校４校・中学校３校があり、経過年数がもっとも古いのが北茂安小学
校北校舎（築60年）及び中原小学校南校舎（築52年）である。学校建物の耐力度調
査結果により北茂安小学校については建て替え事業の国庫補助対象となる。
　今後、小・中学校の児童生徒数の推移等を踏まえ、適正規模及び適正配置など子ど
もたちの未来のために望ましい教育環境づくりについてどうあるべきか、検討委員会
を設置し検討を行っていく。

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

新しい教育環境づくり検討委員会 案

外部組織》
人以内で組織

・委員は教育委員会が任命又は委嘱する
・委員の任期は、任命又は委嘱した日から

・庶務は学校教育課において処理する

委員 議会議員の代表者 名

委員 副町長 名

委員 学識経験者 名

委員 小・中学校長の代表者 名

委員 保護者の代表者 名

委員 学校運営協議会委員の代表者 名

委員 区長の代表者 名

委員 主任児童委員の代表者 名

委員 その他教育委員会が必要と認める者 名

計 名

議会全員協議会

町立小学校及び中学校の適正規模及び適正配置について、子どもたちの未来のために望ましい教育環境を実現
するための方向性を見出すことを目的として、新しい教育環境づくり検討委員会を設置する

の諮問に応じ、目的を達成するため、
調査審議を行い、教育委員会に答申する
・新しい教育環境づくりに係る基本的方針
に関する事項 など

新しい教育環境づくり検討委員会メンバー
20名以内

新しい教育環境づくりの検討について（案）

☆みやき町立小中学校の新しい教育環境づくりの方向性を検討するに
　あたり委員会を設置する必要があるため。

定
例
会
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　　　　　長瀬 宣宏　　吉村 哲雄 　武田 光邦　　末次 優　　 西村 健一郎 
　　益田 清　　大石 安弘 　　　岡   友清　　　　園田 邦広　　目野 さとみ 
　 古賀 通　 牟田 秀文 副議長　 平野 達矢 議長　　松信 彰文　　 岡   広明 　　宮原 宏典

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

議
長　

平
野
　
達
矢

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
御
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
て
昨
年
は
年
頭
の
能
登
地
震
に
始
ま
り
全
国

各
地
で
大
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
み
や
き
町
も
合
併
し
21
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
地
方
の
時
代
」
と
呼
ば
れ

て
半
世
紀
に
な
る
今
日
、
み
や
き
町
の
未
来
を
ど
の
様
に
創
っ

て
い
く
の
か
、
地
方
自
治
の
根
源
で
あ
る
財
政
が
町
の
発
展
を

左
右
す
る
事
を
基
本
に
、
町
民
の
満
足
度
の
頂
点
を
目
指
し
、

巳
年
の
「
へ
び
」
の
ご
と
く
右
へ
左
へ
町
民
の
声
を
拾
い
な
が

ら
財
源
の
確
保
と
真
の
み
や
き
町
づ
く
り
に
議
会
一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
、
子
ど
も
や
孫
達
に
引
き
継
ぐ
役
目
を
果
た
し
て

行
き
ま
す
。

今
後
も
議
会
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
結

び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（後列左から）
（中列左から）
（前列左から）

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

議
員
一
同

議
員
一
同

新
年
あ
い
さ
つ



　クラウドファンディング型ふるさと納税を

活用した事業者に交付するもので、今年度事

業開始希望

　みやき町職員の給与に関する条例

1,250万円 3,975万円

3,868万円

8,952万1千円

1,106万8千円

66万8千円

養護老人ホーム南花園
　指定管理料の増額

みやき町ものづくり
　事業補助金

ため池劣化状況
　評価委託料

議案第54号の条例改正
に伴う人件費等の増額

道路橋りょう新設改良費
：調査測量設計委託料の増額

天建寺渡し舟転覆事故
　伝承事業補助金

南花園

紙芝居原画

天
建
寺
渡
し
舟
転
覆
事
故
伝
承

事
業
補
助
金
の
内
容
は
？

議員

答
　『
花
供
養
話
制
作
委
員
会
』
と

い
う
団
体
か
ら
の
補
助
金
申
請
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

提
案
事
業
内
容

目
的
：
天
建
寺
渡
し
舟
転
覆
事
故
を

語
り
継
ぐ
た
め
の
紙
芝
居
を
作
成

す
る
も
の
。

対
象
経
費
：
紙
芝
居
を
18
セ
ッ
ト
作

成
す
る
た
め
の
印
刷
製
本
費

活
用
方
法
：
提
案
団
体
が
2
月
13
日

に
行
わ
れ
る
三
根
東
小
学
校
の
「
命

に
つ
い
て
考
え
る
集
会
」
及
び
そ
の

他
公
共
機
関
に
出
向
い
て
語
り
継

い
で
い
く

課長
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定
例
会

全員賛成

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に 

２
億
９
６
１
２

万
７
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
６
１
億
１
７
９
９
万
７
千
円
と
し
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1億4,657万8千円

6,188万9千円

672万5千円

普通交付税の増額

道路メンテナンス事業費
　補助金の増額

ふるさと寄附金基金
　特別会計繰入金の増額
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定
例
会

条例の一部改正

条例の一部改正

関係条例の整理
みやき町税条例の一部を改正
する条例

みやき町子どもの医療費の助成に関する条例の
一部を改正する条例

刑法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関
する条例

　地方税法等の一部を改正する法律が公布さ

れたことを踏まえ、議会の議決を求めるもの。

県外一部医療機関における※現物給付対象年齢の拡大に伴い、

条例の一部を改正する必要があるため、議会の議決を求めるもの。

※現物給付とは？

　子どもが病院や薬局で診療を受けた際に、窓口での自

己負担額が軽減される仕組みのこと。医療費をその場で

現物（サービス）として支給するもの。

　刑法等の一部を改正する法律が施行され

ることに伴い、関係条例を整理する必要が

あり、議会の議決を求めるもの。

全員賛成

全員賛成

全員賛成

みやき町の対象年齢

上限は18歳に到達

する年度末まで

☆改正概要
　再犯防止の観点から刑の種類のうち「懲役、
禁固」の文言を「拘禁刑」に改正するもの。

☆改正概要
今回、佐賀県が久留米大学病院及び聖マリア病院との契約内容を
改め、市町ごとの対象年齢上限まで現物給付※を可能とした。

☆改正概要　
　固定資産税に係るもの。



ま
ち
の
話
題
・
表
彰

　
岡
　
友
清 

議
員
が
、
11
月
28
日

　
み
や
き
町
行
政
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
議
会
議
員
及
び
公
民
分
館
長
・
国
保
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
20
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
政

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
　
友
清
議
員
は
、
み
や
き
町
で
平
成
26
年
に
初

当
選
。

　
現
在
３
期
目
で
、
令
和
６
年
３
月
か
ら
は
議
会
運

営
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　令和6年12月7日、中原庁舎にて「光のミラージュ 2024」が開催されました。光のミラージュ
は2005年から始まり、今回で20周年を迎える節目となるイベントでした。イベントを主催してい
る「J-style」は20年前わずか5人のメンバーで立ち上げ、地元を盛り上げようとこのイベントを企
画。公金を使わず、企業や個人の協賛金で運営してきました。その後メンバーも増え、賛同者も増え、
イルミネーションも年々豪華に。この日も多くの人で賑わい、たくさんの笑顔があふれるイベント
になりました。

まちのまちの

話　題話　題
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み
や
き
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

み
や
き
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

定
例
会

特
別
会
計

特
別
会
計  

補
正
予
算

補
正
予
算
全員賛成

令和６年度みやき町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

　補正額　105万２千円　歳出項目の変更　予備費⇒総務管理費

総額の変更はありません。

令和６年度みやき町工業用地取得造成事業特別会計補正予算（第１号）

　補正額　218万９千円　歳出項目の変更　予備費⇒工業用地取得造成分譲費

総額の変更はありません。

令和６年度みやき町住宅用地取得造成事業特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 39万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ865万2千円とします。

（ため池周辺の雑木の伐採及び伐根を行うための

予算）

令和６年度みやき町ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 15億5,076万4千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ 75億5,202万１千円とします。

令和６年度みやき町下水道事業会計補正予算（第３号）

　収益的収入及び支出は、下水道事業収益に 461万３千円、下水道事業費用に901

万５千円をそれぞれ追加し、資本的収入及び支出は、資本的支出を54万１千円減額し

ます。

みやき町議会の個人情報の保護に関す
る条例の一部を改正する条例について

☆提案理由　

　刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第

67号）が施行されることにより、「懲役」及び「禁

錮」が廃止され、「拘禁刑」が創設されることに伴

い、条例の文言を整理する必要があるため、議会

の議決を求めるもの。

全員賛成
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P12～ 13

住
み
や
す
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

一
者
随
意
契
約
の

詳
細

切
通
川
へ
の
ご
み

捨
て
対
策

リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根

西
鉄
バ
ス
江
見
線

廃
止

一 般 質 問ＱＲコードからは録画映像をご覧
いただけますので是非ご利用くだ
さい。

各議員の質問内容にあわせた
『SDGsの17目標のロゴマーク』
を掲載しています。

皆さんの
関心のある
テーマは
どの項目
ですか？

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　多
久
市
や
武
雄
市
で
自
宅
玄
関
か
ら
行
先
ま
で
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
方
式
を
試
行
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
現
行
の
交
渉
が
解
決
で
き
な
い

時
は
そ
れ
ら
の
方
法
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

議
員 

　こ
の
江
見
線
を
廃
止
し
た
ら
交
通
弱
者
は
日
常
生

活
で
き
な
い
の
で
絶
対
失
く
し
て
は
な
ら
な
い
。
問

題
解
決
の
目
途
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　沿
線
の
住
民
に
迷
惑
か
け
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
目
途
は
来
年
中
半
頃
。

バス停

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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P12～ 13 P10～ 11 P８～９

体
育
館
エ
ア
コ
ン

設
置

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
費
用
助
成

退
職
者
の
行
動
と

し
て
は

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
支
援
対
策

防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

江
見
線
バ
ス
廃
止

対
策

　一般質問とは、議員が町の行財政全般に
ついて、町と政策討論するものです。
　１人あたりの持ち時間は、答弁を含めて
60分です。
　令和６年12月定例会では７人が行いま
した。

　
掲
載
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が
要
約

し
広
報
編
集
委
員
会
が
校
正
し
た
も
の

で
す
。
会
議
録
は
こ
ち
ら

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
👇👇

（
準
備
が
で
き
次
第
掲
載
し
ま
す
）

（
掲
載
は
登
壇
順
）

江
見
線
バ
ス
廃
止
対
策
は

　
ど
う
な
っ
て
い
る

今
の
方
式
に
限
ら
ず

　
多
角
的
に
協
議
中

問答
議
員 

　路
線
バ
ス
廃
止
通
告
か
ら
10
ヶ
月
が
た
ち
10
月
か

ら
運
行
便
数
が
半
減
さ
れ
て
地
域
利
用
者
は
大
変

困
っ
て
い
る
。
市
町
間
の
交
渉
の
進
展
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
９
月
か
ら
10
月
の
乗
客
数
が
３
５
０
０
人
減
少
し

て
い
る
の
で
運
行
業
者
も
収
入
減
と
な
っ
て
い
る
。

３
市
町
と
業
者
を
加
え
た
協
議
を
５
回
し
て
い
る
。

運
転
士
不
足
は
佐
賀
県
も
検
討
し
て
い
る
が
な
か
な

か
難
し
い
。

議
員 

　今
の
業
者
に
捉
わ
れ
な
い
で
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
券
を
組
み
合
わ
せ
る
と
か
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
（
自
家
用
車
個
人
運
転
）
を
調
査
す
る
な
ど

様
々
な
方
式
を
検
討
し
た
ら
。

古
こ

賀
が

　　通
とおる

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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警
察
が
捜
査
さ
れ
、
書
類
送
検
さ
れ
た
が
、
不
起
訴

と
い
う
判
断
に
至
っ
て
い
る
。
罪
は
犯
し
て
い
な

い
。
潔
白
だ
と
い
う
表
現
を
し
て
何
が
お
か
し
い
ん

で
し
ょ
う
か
。

議
員 

　３
回
目
の
不
起
訴
処
分
が
出
る
以
前
の
令
和
５
年

10
月
20
日
に
佐
賀
検
察
審
査
会
は
こ
の
件
に
つ
い
て

「
起
訴
猶
予
に
よ
る
不
起
訴
は
不
当
」
と
議
決
さ
れ

た
。

　
一
連
の
行
動
が
退
職
者
が
と
る
行
動
と
し
て
は
社

会
常
識
的
に
考
え
ら
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
悪
質
で

あ
る
と
の
見
解
が
持
た
れ
た
為
で
あ
る
。

　
こ
の
検
察
審
査
会
の
議
決
に
関
し
て
岡
町
長
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
長 

　検
察
審
査
会
が
終
わ
り
、
議
決
が
出
た
後
に
、
再

度
捜
査
が
行
わ
れ
、３
回
目
の
不
起
訴
が
出
て
い
る
。

　
そ
の
手
前
の
検
察
審
査
会
の
結
果
に
言
及
し
て
、

今
こ
こ
で
何
が
起
こ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

い
っ
た
支
援
が
適
当
か
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員 

　町
道
に
立
つ
電
柱
移
転
そ
の
後
の
進
捗
状
況
及
び

市
原
ト
ラ
イ
ア
ル
西
側
運
動
広
場
代
替
用
地
は
民
間

企
業
が
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
と
聞
く
が
。

建
設
課
長 

　電
柱
及
び
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
等
の
移
転
費
用
や
側

溝
敷
設
工
事
等
の
関
連
経
費
を
令
和
７
年
度
予
算
に

計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　当
該
用
地
は
、
民
間
企
業
が
興
味
を
持
た
れ
、
現

在
話
が
進
ん
で
い
る
。
行
政
も
伴
走
し
な
が
ら
進
ん

で
い
き
、
町
も
地
権
者
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

伴
う
周
辺
整
備
は

　
こ
の
ほ
か
、「
今
後
の
消
防
団
に
つ
い
て
」
を

質
問
し
ま
し
た
。

議
員 

　職
員
が
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
は
。

防
災
安
全
課
長 

　災
害
発
生
時
の
各
部
署
に
お
け
る
職
員
の
役
割

等
、
職
員
向
け
の
講
習
を
繰
り
返
し
て
更
な
る
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
る
。

ジャンボタニシによる被害状況

防災訓練の実施

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は

検
察
審
査
会
の

　
議
決
へ
の
見
解
は

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
）
の
支
援
対
策
は

県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
受
講

者
へ
受
験
費
用
を
補
助
し
て
い
る

議
決
後
、再
度
捜
査
が
行
わ
れ

　
不
起
訴
に
な
っ
た

ど
う
い
っ
た
支
援
が
適
当
か

　
検
討
し
取
り
組
む

問

問

問

答

答

答

議
員 

　防
災
士
資
格
の
取
得
育
成
推
進
状
況
を
伺
う
。

防
災
安
全
課
長 

　防
災
士
の
資
格
を
得
る
に
は
、
日
本
防
災
士
機
構

が
認
証
し
た
研
修
機
関
が
実
施
す
る
防
災
士
養
成
研

修
講
座
を
受
講
し
、
防
災
士
資
格
取
得
試
験
を
受
験

し
、
合
格
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
町
の
防
災
士
登
録

状
況
は
、
男
性
25
名
、
女
性
５
名
の
計
30
名
。

議
員 

　防
災
力
を
高
め
る
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
は
。

防
災
安
全
課
長 

　現
在
で
も
地
区
や
団
体
か
ら
の
出
前
講
座
等
依
頼

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
る
が
、
講
座
だ
け
で
な
く
実

際
に
防
災
関
連
物
資
等
を
準
備
し
、
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

議
員 

　建
造
物
侵
入
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に

関
す
る
法
律
違
反
及
び
窃
盗
に
つ
い
て
、
再
発
防
止

等
の
為
、
今
ま
で
岡
町
長
に
３
回
ほ
ど
一
般
質
問
を

行
っ
て
き
た
。
前
回
の
９
月
定
例
会
に
お
い
て
同
僚

議
員
の
一
般
質
問
に
対
し
、
岡
町
長
は
「
身
の
潔
白

は
証
明
さ
れ
た
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は

「
起
訴
猶
予
」
に
よ
り
「
不
起
訴
処
分
」
と
な
っ
て

い
る
。
不
起
訴
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
「
潔
白
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。「
起
訴
猶
予
」だ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を
問
う
。

町
長 

　私
は
当
初
か
ら
退
職
後
に
行
政
施
設
を
利
用
さ
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
は
一
貫
し
て
認
め
て
お
り
、
軽
率

だ
っ
た
と
い
う
認
識
も
持
っ
て
い
る
。
私
の
行
っ
た

こ
と
が
法
に
抵
触
す
る
か
ど
う
か
が
全
て
で
あ
り
、

議
員 

　ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
生

息
状
況
並
び
に
農
作
物
の
被
害
状
況
、
今
後
の
防
除

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
課
長 

　町
内
全
域
に
生
息
、
令
和
５
年
度
の
被
害
面
積
は

約
１
０
５
ha
で
被
害
額
は
約
１
億
３
千
万
円
と
推

計
、農
家
に
は
防
除
対
策
と
し
て
薬
剤
に
よ
る
防
除
、

浅
水
管
理
等
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
営
農

指
導
の
強
化
を
図
る
。

議
員 

　耕
作
者
各
自
の
対
策
強
化
で
は
対
応
が
難
し
い
た

め
近
隣
市
町
で
は
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

町
の
補
助
を
行
う
考
え
は
。

町
長 

　改
善
に
向
け
た
お
手
伝
い
は
す
べ
き
で
、
ど
う

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

吉
よし

村
むら

　哲
てつ

雄
お

 議員

長
なが

瀬
せ

　宣
のぶ

宏
ひろ

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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議
員 

　リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
は
平
成
３
年
開
場
。
当
初
は

住
民
の
娯
楽
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
ゴ
ル
フ
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
平
成
27
年

経
営
困
難
と
な
り
、
高
額
の
債
務
残
高
を
抱
え
、
Ｇ

―
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
へ
管
理
を
委
託
。
今
後
負
債
の
軽
減

が
出
来
る
の
か
お
伺
い
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　今
後
の
ゴ
ル
フ
人
口
の
減
少
、
新
た
な
安
全
設
備

の
対
策
費
等
も
求
め
ら
れ
る
現
状
か
ら
は
、
債
務
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

議
員 

　三
根
庁
舎
東
側
切
通
川
側
面
へ
ビ
ニ
ー
ル
の
買
物

袋
に
入
れ
た
缶
等
の
不
法
投
棄
が
あ
り
、
景
観
を
損

ね
て
い
る
が
、
そ
の
防
止

策
を
望
む
。

住
民
環
境
課
長 

　不
法
投
棄
禁
止
の
看
板

の
設
置
、
ダ
ミ
ー
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員 

　町
道
、
水
路
、
側
溝
等
に
お
い
て
危
険
な
箇
所
が

発
生
し
た
ら
少
し
で
も
早
く
役
場
が
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
時
間
差
を
な
く
す
為
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
通
報
の
体
制
を
作
れ
な
い
か
。

建
設
課
長 

　公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
損
傷
等
の
項

目
を
新
た
に
構
築
し
た
。
通
報
の
手
段
を
広
報
誌
や

Ｈ
Ｐ
に
定
期
的
に
周
知
し
て
い
く
。

議
員 

　災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
体
育
館
。
避
難
者
の

健
康
を
守
る
た
め
に
。
ま
た
夏
は
酷
暑
の
影
響
で
運

動
場
だ
け
で
は
な
く
プ
ー
ル
で
も
体
育
の
授
業
が
で

き
な
い
状
況
。
気
候
変
動
に
よ
る
酷
暑
や
厳
寒
か
ら

子
ど
も
ら
の
健
康
を
守
り
安
心
し
て
運
動
が
で
き
る

よ
う
に
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
町
の
考
え
を

う
か
が
う
。

学
校
教
育
課
長 

　エ
ア
コ
ン
導
入
の
取
組
み
は
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
多
く
の
費
用
が
か
か
り
費
用
対
効
果
の
面
か

ら
も
検
討
が
必
要
。
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
導
入
自

治
体
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
機
器
が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
情
報
を
収
集
し
十
分
検
討
の
上
対
策
を
考
え
る
。

町
長 

　様
々
な
角
度
か
ら
代
替
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
努
力
し
、
来
年
度
予
算
に
計
上
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員 

　透
明
性
の
確
保
の
た
め
に
一
者
随
意
契
約
の
件

名
、
相
手
方
、
契
約
理
由
、
金
額
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
表
す
る
よ
う
求
め
る
。

町
長 

　令
和
７
年
度
か
ら
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し

見
え
る
化
を
進
め
る
。

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

㈱
リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
の
今
後
は

住
み
や
す
い
安
心
、安
全
な
ま
ち
づ
く
り

三
根
庁
舎
東
側
切
通
川
へ
の
ご
み
捨
て
対
策
は

ワクチンは予防や重症化、後遺症を
防ぐために有効

　
こ
の
ほ
か
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
と
利
用

促
進
等
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

不法投棄されたゴミ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用

　
助
成
を

西
鉄
バ
ス
江
見
線
廃
止
後
の

　
対
策
は

一
者
随
意
契
約
の
詳
細
の

　
公
開
を
求
め
る

定
期
接
種
化
の
国
の
動
向
を

　
注
視

関
係
自
治
体
と
最
善
策
を

　
協
議
中

令
和
７
年
度
分
か
ら

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る

問

問

問

答

答

答

議
員 

　本
年
度
、
上
峰
町
、
吉
野
ヶ
里
町
、
基
山
町
が
費

用
助
成
を
導
入
し
た
。
本
町
は
「
近
隣
市
町
の
動
向

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」と
の
見
解
だ
っ
た
。

近
隣
市
町
が
導
入
し
て
い
る
今
、
町
民
の
健
康
を
守

る
た
め
、
重
症
化
、
後
遺
症
を
防
ぐ
た
め
に
有
効
な

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
助
成
を
本
町
も
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
町
の
考
え
を
う
か
が
う
。

健
康
増
進
課
長 

　近
隣
一
部
の
市
町
で
も
接
種
費
用
の
助
成
が
始

ま
っ
て
い
る
が
接
種
後
の
副
反
応
や
健
康
被
害
が
社

会
的
に
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
安
全

性
や
財
政
的
な
面
も
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
国
に
お
い
て
は
定
期
接
種
化
に
向

け
て
運
用
を
検
討
し
て
い
る
状
況
。
本
町
に
お
い
て

は
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
員 

　西
鉄
バ
ス
江
見
線
は
大
正
時
代
に
開
通
し
、
今
年

１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
西
鉄
は
令
和
７
年
10

月
に
江
見
線
廃
止
を
発
表
。
利
用
す
る
学
生
、
勤
労

者
、
高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
す
。

廃
止
後
の
関
係
自
治
体
の
協
議
結
果
の
進
捗
状
況

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　江
見
線
廃
止
後
の
代
替
案
に
つ
い
て
、
県
及
び
沿

線
自
治
体
、
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
を
継
続
し
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
。

議
員 

　大
変
困
難
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
費
用
対
効

果
を
考
え
住
民
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
方
針
に
つ
い
て
は
住
民
の
新
年
度
の
プ

ラ
ン
に
間
に
合
う
よ
う
代
替
案
の
発
表
を
望
む
。

※
地
方
公
共
団
体
の
契
約
は

１
．
基
本
　「
一
般
競
争
入
札
」（
入
札
参
加
者
を
広

く
公
募
）

２
．
例
外
1
　「
指
名
競
争
入
札
」（
町
が
対
象
事
業

の
実
施
に
最
適
と
認
め
た
業
者
を
指
名
）

３
．
例
外
2
　「
随
意
契
約
」（
町
が
競
争
の
方
法
に

よ
ら
ず
特
定
の
者
を
選
定
し
契
約
）

　
　
例
外
中
の
例
外
　「
一
者
随
意
契
約
」（
一
者
だ

け
か
ら
の
見
積
も
り
で
契
約
）

議
員 

　例
外
中
の
例
外
で
あ
る
一
者
随
意
契
約
の
件
数
等

を
求
め
る
。

財
政
課
長 

　
令
和
６
年
度
９
月
末
現
在
、
契
約
金
額
10
万
円
以

上
に
限
る
が
、
２
９
８
件
、
10
億
７
０
６
４
万
３
８

２
円
と
な
っ
て
い
る
。

大
おおいし

石　安
やすひろ

弘 議員

目
め

野
の

さとみ 議員

末
すえつぐ

次　　優
ゆう

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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産業建設
常任委員

会

民生福祉
常任委員

会

オーガニックビレッジ宣言を学ぶ

子育て支援・健康長寿を学ぶ

11/ ６　兵庫県朝
あさ

来
ご

市

11/19　岡山県奈
な

義
ぎ

町

11/ ７　兵庫県上
かみごおり

郡町

11/20　岡山県総
そう

社
じゃ

市

　健康志向が高まる中、朝来市は子どもた
ちに安心・安全な学校給食を提供するため、
認定農業者・ＪＡ等の幅広い意見を求め、
実施計画を策定した。令和６年７月に「オー
ガニックビレッジ」宣言を行い、実施計画
に基づき取り組まれている。
　現在「コウノトリが育む無農薬米」を栽
培、学校給食（月３回）提供されている。
※オーガニックビレッジとは…有機農業の生産か
ら消費まで一貫し、農業者から事業者、住民まで
も巻き込んだ地域ぐるみの取り組みを進める市町
村のことです。

　世界的な環境意識や食の安全性の高まり
から、有機農業や環境負荷を低減した農業
者が徐々に増え、「豊かな自然を次世代へ
繋げたい町長の思い」がマッチングしこの
事業に取り組むこととなった。　計画策定
のため委員会を設置、実施
計画を策定し令和６年５月
に「オーガニックビレッジ」
宣言をされている。

出生率2.81《奇跡の町》
出生率向上のための子育て支援策
１．在宅育児支援手当
２．高等学校等就学支援
３．高校生までの医療費無料化
４．出産祝い金交付
５．各種ワクチン接種助成
６．不妊治療助成
７．不育治療助成

　両市町とも、まだ取
り組みが始まったばか
りで多くの品種はでき
ていない。みやき町の
無農薬栽培もしっかり
とした実施計画策定が
必要である。

　行政の永遠の課題でありま
す、子育て支援・健康長寿
の先進地視察に行ってきまし
た。今後みやき町でも、積極
的に取り組んで行きたいと思
います。

　健康インセンティブ事業『歩得・リン得
健康商品券』
◎市の健康事業に参加してポイントをため
ると商品券がもらえる。
・歩いたよポイント　・乗ったよポイント
（自転車）　・健診（検診）受けたよポイント
・体重、体脂肪計測　・改善したよポイン
ト　・参加したよポイントなど
獲得ポイント最大5,000ポイント
獲得して、市内で使える商品券と
交換

大石委員長

園田委員長

上郡町研修資料より

奈義町研修時撮影 総社市研修時撮影
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先進
地に学び町政に活かす！

　
昨
年
の
10
月
・
11
月
に
、
各
常
任
委
員
会
所
管
に

関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
先
進
地
を
訪
問
し
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
各
委
員
長
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

総務文教
常任委員

会
小・中学校の統廃合を学ぶ

10/29　兵庫県多
た か

可町 10/30　兵庫県たつの市
　平成17年に３町が合併し、小学校５校
（内１校は平成28年４月に３校統合）中学
校３校がある。統合に至った経緯は児童生
徒の減少が著しく、小規模化が進み、望ま
しい学校規模等の方針を平成24年に策定。
地域の学校教育のあり方を考える協議会を
設置し、令和４年に結論として３中学校を
統合し１校とする答申がされ、令和８年４
月開校を目指し学校像や生徒像など多岐に
わたる協議事項が決定された。

　学校の在り方につい
ては、小・中学校の統
廃合を含め、町民の多
くの意見を集約し、よ
り良い教育環境を整備
する事が課題だと思い
ます。

　平成17年に市制施行され面積はみやき
町の４倍の広さである。現在、小学校17校、
中学校５校である。文科省では「小・中学
校の適正規模・適正配置等に関する手引」
が策定されている。
　市においては児童数の減少傾向にあり小
規模化が進み、平成30年に今後の在り方に
ついての検討委員会を設置し、答申されて
いる。２小学校の統合を今後の課題とし、令
和10年４月開校に向けて小中一貫校が望
まれている。将来は、小中一貫校で５学校
に統一される計画である。

岡広明委員長

上郡町

奈義町

朝来市

総社市

多可町

たつの市



−16−

◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
西
村
健
一
郎

副
委
員
長
　
末
次
　
　
優

委
　
員
　
　
益
田
　
　
清

委
　
員
　
　
牟
田
　
秀
文

委
　
員
　
　
大
石
　
安
弘

委
　
員
　
　
目
野
さ
と
み

編

集

後

記

し
話
を
聞
く
こ
と
で
、
町
政
と
ま
ち
づ

く
り
に
進
ん
で
参
加
し
、
政
治
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
主
権
者
教
育
の
足
が

か
り
と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
た
ち
の
「
何
」
に
答
え
き
れ

る
か
、
議
員
同
士
の
一
層
の
切
磋
琢
磨

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、学
校
訪
問
が
楽
し
み
で
す
。

 

（
益
）

新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
か
ら
「
子
ど
も
議
会
」
は
「
議

員
と
中
学
生
と
の
交
流
会
」
に
か
わ
り

ま
し
た
。
議
員
が
校
区
毎
に
分
か
れ
て

教
室
で
議
会
の
様
相
に
つ
い
て
語
り
ま

す
。

　
中
学
生
の
質
問
は
「
議
会
は
何
を

す
る
と
こ
ろ
？
」「
議
員
は
ど
ん
な
仕

事
？
」
な
ど
社
会
・
政
治
に
も
敏
感
で

す
る
ど
い
質
問
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　「
令
和
６
年
度
み
や
き
町
議
会
議
員

と
中
学
生
交
流
会
実
施
要
綱
」を
策
定
。

目
的
は
「
子
ど
も
た
ち
が
町
の
仕
事
や

議
員
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
直
接
質
問

発行／佐賀県みやき町議会　編集／議会広報編集委員会
〒849-0101　佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀1043　TEL�0942-94-5728

　

次回３月定例会の予定
午前９時30分開会

表
紙
の
写
真

キ
ラ
リ
☆
彡

　み
や
き
び
と

　
み
や
き
町
で
キ
ラ
リ
☆
と
光
る
活
動
を
し

て
い
る
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
中
山
さ
ん
は
三
根
校
区
、
土
井
内
地
区
の

自
宅
横
の
収
穫
調
整
場
所
に
て
、
自
身
が
栽

培
し
た
い
ち
ご
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
等

の
農
産
物
を
対
面
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

🍓🍓 

ど
う
し
て
農
業
を
始
め
ら
れ
た
の

で
す
か
。

　
中
山
家
も
農
家
で
す
が
、
実
家
も
農
家
で

あ
り
、
食
べ
物
は
生
き
る
上
で
の
基
本
だ
か

ら
い
つ
か
自
分
で
栽
培
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
て
、
主
人
の
父
が
い
ち
ご
栽
培
を
や
め
た

い
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

🍓🍓 

み
や
き
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

　
子
育
て
世
代
と
し
て
、
給
食
費
無
償
化
、

18
才
ま
で
の
医
療
費
助
成
が
す
ご
く
助
か
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
く
、
少

し
で
も
貢
献
す
る
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
い
ち
ご
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

を
出
品
し
て
い
ま
す
。

中山　菜穂 さん

※この日程等は予定であり変更となる場合があ
ります。

　最新の日程は、みやき町ホームページまたは
議会事務局（94-5728）でご確認ください。

月 火 水 木 金

３ ４ ５ ６ ７

本会議
（開会）

休会 本会議 本会議 委員会
13：00～

10 11 12 13 14

委員会 委員会 委員会 委員会 休会

17 18 19 20 21

一般質問 一般質問 一般質問 春分の日
本会議

（閉会）

24 25 26 27 28

31


